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ま)マウス実験モデルをこ於げる F豆by豆n 接着剤
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外科系手術に於いて各穫臓器の吻合は針糸による縫合

法が確立 しているが,最近生体接着剤 として fibrin接

着剤が各科臨床面に応周され その有国後が報告されて

いる.我利 豊移植片の拒絶 メカニズムを研究するためマ

ウス皮膚移植を行っているが,今回我々の実験をデルをこ

於し､て ribri11接着剤し711吏糊を経験 した.

しニトtibrill結着剤は 損傷部位にはそしりLLlril勃tii及

び sealing効果が有用であるが,創面-の直接塗布に

はその使用量により移植片の阻血作用がみられた.また

f沌rinの再吸収過程に於いて異物肉芽腫様の細胞浸潤

が観察され 異物としての性格があること転示唆させた,

fibrin の再吸収を腹腔内注入モデルを涌いて検討する

ど,fibrim塊の重量は経時的に減少 した.その際注Å

した fibTimは腹腔内組織 との癒着を生 じず,炎症性の

腹水の析出も見られなかった.

2)脳神経外科領域におけるべリブラス トPの
使用経験

川崎 昭一-川 口 正 磯 豊麗諒若 齢

1988て巨11日､L後.u･/t紺に二持し､-て計51症例に対 し.べ

リブラス トPを使周 し,その有周性につき検討 した.

硬膜縫合,欠損時の髄液漏防止なちびをこその治療亨前

頭洞,乳頭蜂巣などの開放時の感染経路の遮断,血管吻

合,神経血管減荷術などに接着,密閉,止血を目的に応

用 し その有用性が確認された.人工接着剤と比べ,感

染の危険性が少ない.凝固後の固さ,弾力性が死腔の蒐

塀に最適である,多少の髄液があっても使用可能である

などの寿u点があり,明らかな副作用はみられなかった中

以上のことから,今後脳神経外科領域において,従来困
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難とされてきた頭蓋底部への手術到達法の適応範囲が拡

充されていくことが期待できる.

3)胸部外科領域 に於 げ るフ ィブ リン接着剤の

使用経験

菅原 iL明 ･藤‖ 康雄
林 約- ｡江口 昭治 (新潟大学第二外科)

1988年9月か(.IIゃ鎌)午2月LI')1年5･TJF=J問に,118名

の症例62カ所をこブイプリソ接着剤 くべ リブラス トP)杏

使増した.症例は新生児か1､-81歳,男性二i･,1名 :女性1′1名

であった.ベ 7)ブラス トPは心臓 申血管手術縫合部の止

血や肺手術L')こlir)Ll;lkLIg(､防Lf_-.に充分な効果を示 し,

効果('津J走では,外科的It.,血であー-､た l例を除 き全例に

有効性が認められた,特に歩-バ リン投与や人工心肺下

の凝固親機が不安定な時斯において転止血効果は十分･に

認められた.無輸血で手術 した且2例では書術前から肝機

能異常値を示 していた2例を除 くと,術後逮週間以内に

食倒が肝機能正常化 し,肝炎の発生はなかった.野鶴能,

凝固薬をこ対 しても明らかな副作周は認めなかった.

射 気管支鏡下 フ ィブ リングル -注入に よ り閉

鎖 した肺 癌術後気管支療 の 1例

滝沢 恒世 鴻 島 雅範 (宗孟宗産品蒜還露)篠永 真弓

気管支鏡下のブイプ リソ帝グル-注入により閉耕 した

肺癌術後気管支康の旦例を経験 した,症例は57歳の男性

で本年 且月29日肺癌をこて右上菓切除を施行,術後気管支

麿を合併, 3月且9日左上菓気管支断端の再縫合手術 した

が,4月呂田気管支感を再発,内視鏡的な閉鎖を試みた.

器具はオ リンパス首TR とテルを 8ダブルル-メソⅣH

か十一一∴,L･′｣16G.7()…lt')先端を こiL111切離 して使F廿

接着剤としてべ リブラス トP,他をこイソジゴカル ミン,

トプラシソを使鳳 胸腔 ドレ-ソの aiHeaka宮eは注

入直後から消焦 し膿胸の合併 鮎なくiO日日をこ胸腔 ドレ-

ソを抜去 した.28日目現在療孔の再発はない.本法は術

後気管支虜の手術治療に先だって試みてよい方法とおも

われた.
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経験

正
朗
滋
博

l

典
芳

山
輝

洞
賀
谷
田
藤

山
伊
長
塚
武

●
●
●
■
●

広
功
美
東
介

俊

武
良
妻

野
崎
山
井
凹

坪
黒
冨
日
吉 (新潟大学第一外科)


